
 

（お知らせ） 

令 和 元 年 ８ 月 ３ ０ 日 

防 衛 省 

 

安全保障技術研究推進制度の令和元年度採択研究課題及び２次募集の実 

施について 

 

令和元年度の安全保障技術研究推進制度について、外部の専門家により構成する安

全保障技術研究推進委員会の採択審査を経て、次のとおり新規採択研究課題が決定し

ましたのでお知らせいたします。 

 

１ 応募状況の概要 

（１）応募件数 ５７件 

（２）公募期間 平成３１年３月２２日から令和元年５月３１日まで 

 

２ 令和元年度採択研究課題 

（１）採択件数 １６件（大規模研究課題：３件、小規模研究課題：１３件） 

（２）研究課題の概要、研究代表者所属機関及び分担研究機関※１は別紙のとおり 

（３）所属機関別内訳 

  ・大規模研究課題 

研究代表者所属機関：企業等※２
 ３社 

    分担研究機関：大学１校、企業等５社 

  ・小規模研究課題 

    研究代表者所属機関：大学２校、公的研究機関※３７機関、企業等４社 

    分担研究機関：公的研究機関１機関、企業等３社 

 

３ ２次募集の実施について 

今年度の採択研究課題の採択件数の状況から、大規模研究課題について２次募集

を近日中に実施する予定。 

 
※１ 「分担研究機関」とは、研究分担者が所属する機関のうち「研究代表者所属機関」以外のものをいう。 
※２ 「企業等」とは、研究を主な目的とする公益社団法人、公益財団法人、一般社団法人、一般財団法人や

民間企業等のことをいう。 
※３ 「公的研究機関」とは、独立行政法人、特殊法人及び地方独立行政法人のことをいう。 
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別紙 

令和元年度採択研究課題【大規模研究課題：３件】 

 

 

研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

固体レーザ

材料に関す

る基礎研究 

（研究課題名） 

結晶設計 ・格子操作技術による固体レ

ーザーの高速探索と機能開発 

 

（概要） 

本研究では、計算による最適な材料の

組合せの予測とコンビナトリアル（材

料の組成を連続的に変化させる）手法

を用いることにより、試料の作製・評価

を効率化させ、幅広い材料群の中から

様々な波長帯域において発振に適した

レーザー材料の探索・評価を効率的に

実施できる、新しいＲ＆Ｄモデルの確

立を目指します。 

エスシーティー株式

会社 

（松浦 孝） 

大学 ：１ 

企業等：３ 

革新的な水

中通信、セ

ンシング及

び電力伝送

に関する基

礎研究 

（研究課題名） 

沿岸域における海中サウンドスケープ

観測システムの開発に関する基礎研究 

 

（概要） 

本研究では、海中に存在する様々な音

源をリアルタイムで分類する技術及び

長距離水中通信の技術の検討を行い、

多点観測により得られる音源の分布に

関する情報をリアルタイムに可視化

し、描画する手法を確立します。 

一般社団法人全国水

産技術者協会 

（原 武史） 

企業等：２ 

赤外線領域

における新

たな知見に

関する基礎

研究 

（研究課題名） 

ナノ構造制御による高透明・赤外反射

部材の創出 

 

（概要） 

本研究では、耐久性・反射性能に優れた

樹脂を創出し、複数の樹脂をナノメー

トルオーダーで高精度かつ任意に数百

層積層するナノ積層技術を確立するこ

とにより、ガラス並みに透明度を維持

したまま幅広い帯域の赤外線を反射す

る部材を実現します。 

東レ株式会社 

（宇都 孝行） 

－ 
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令和元年度採択研究課題【小規模研究課題（タイプＡ）：７件】 

 

 

研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

化学物質検

知技術に関

する基礎研

究 

（研究課題名） 

拡張された細孔を持つ配位高分子を利

用した有機リン化合物の検出 

 

（概要） 

本研究では、有機リン化合物の検出に

適した材料を選定し、この材料が有機

リン化合物に暴露した際に生じる変化

について、３つの異なる分光学的手法

を用いて調べることにより、残留農薬

を検出する新しいツールとなり得るか

検証します。 

大阪市立大学 

（山田 裕介） 

－ 

赤外線領域

における新

たな知見に

関する基礎

研究 

（研究課題名） 

屈折率分布レンズ材料に関する研究 

 

（概要） 

本研究では、赤外線レンズの設計の自

由度の飛躍的な向上が期待される、屈

折率の分布を制御可能な混晶系ゲルマ

ニウム-シリコン光学結晶について、

屈折率などの物性値を明らかにして基

礎的な特性を得るとともに、径方向に

屈折率を分布させる結晶の育成手法を

確立します。 

宇宙航空研究開発機

構 

（荒井 康智） 

企業等：１ 

革新的な航

空機等の推

進装置に関

する基礎研

究 

（研究課題名） 

超耐環境性高強度酸化物系セラミック

複合材料の開発 

 

（概要） 

本研究では、ジルコニア連続繊維を量

産するための基本プロセスやジルコニ

ア連続繊維に適切なコーティング技術

を確立し、良好な材料特性を有する複

合材料を実現するとともに、実環境を

模擬した評価によりジェットエンジン

への適用の可能性について明らかにし

ます。  

物質・材料研究機構 

（鉄井 利光） 

企業等：１ 
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研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

生物模倣に

よる効率的

な移動体に

関する基礎

研究 

（研究課題名） 

昆虫の脚の接着機構の基礎研究と移動

体への実装 

 

（概要） 

本研究では、昆虫が壁の上や水中でも

歩行できる原理や脚の構造を解明する

ことにより、環境の変化に関係なく安

定して物質の表面を移動したり、留ま

ったりすることができる移動体の実現

を目指します。 

物質・材料研究機構 

（細田 奈麻絵） 

－ 

多数の移動

体の協調制

御に関する

基礎研究 

（研究課題名） 

機械学習と物理学ベース群知能による

状況適応型群制御の研究 

 

（概要） 

本研究では、時々刻々変化する状況に

おいても、多数のエージェントが協調

して適切に対応するための群制御技術

を確立するとともに、実環境とシミュ

レーション環境の差異を最小化するた

めの最適化及び機械学習技術の基礎研

究を行います。 

クラスターダイナミ

クス株式会社 

（高岡 秀年） 

－ 

革新的な水

中通信、セ

ンシング及

び電力伝送

に関する基

礎研究 

（研究課題名） 

1Gbps×100m の BL 積※を達成する水中

光ワイヤレス通信技術の研究 

 

（概要） 

本研究では、水中における光の伝搬特

性や海水の揺らぎ等による影響を計測

し、それを考慮した水中光無線通信の

方式を検討することにより、外乱への

耐性に優れ、長時間にわたって安定し

た通信が可能な、長距離かつ大容量の

海中光ワイヤレス通信システムを実証

します。 

株式会社トリマティ

ス 

（鈴木 謙一） 

公的 

研究 

機関 ：１ 

 
※ BL 積：伝送速度（Ｂ）と通信距離（Ｌ）の積 
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研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

革新的な水

中通信、セ

ンシング及

び電力伝送

に関する基

礎研究 

（研究課題名） 

自励双方向無線給電による革新的な水

中電力輸送に関する基礎研究 

 

（概要） 

本研究では、磁界の共振系において、

最適な発振状態を形成して双方向で無

線給電を高効率で行う原理を解明する

とともに、電池電源制御への適用につ

いて検証します。 

マクセル株式会社 

（井戸 寛） 

－ 
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令和元年度採択研究課題【小規模研究課題（タイプＣ）：６件】 

 

 

研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

生物模倣に

よる効率的

な移動体に

関する基礎

研究 

（研究課題名） 

細胞が持つやわらかい車輪の回転メカ

ニズム解明と移動体への応用 

 

（概要） 

本研究では、最近発見されたアメーバ

細胞内部の車輪様構造の回転運動を解

析し、これを模倣したソフトロボット

のプロトタイプを製作して実証するこ

とにより、やわらかい車輪様構造を持

つ生物の模倣に関する基礎研究を行い

ます。 

山口大学 

（岩楯 好昭） 

－ 

革新的な船

舶技術に関

する基礎研

究 

（研究課題名） 

輻輳海域の海上交通流を対象とした衝

突危険性評価システムの開発 

 

（概要） 

本研究では、輻輳した海域における海

上交通の流れを連続体近似し、対象と

する海域に計算格子を導入することに

より、船舶の遭遇頻度を推定する手法

を確立するとともに、衝突危険度の予

測や衝突事故の防止のための対策に寄

与するシステムを構築します。  

海上・港湾・航空技術

研究所 

（河島 園子） 

－ 

先進的な耐

衝撃・衝撃

緩和材料に

関する基礎

研究 

（研究課題名） 

イオン液体を用いたダイラタンシー現

象の衝撃緩和機構解明 

 

（概要） 

本研究では、内部構造の可視化が可能

なイオン液体と粒子からなる透明なダ

イラタンシー材料を創製し、外部から

力が加わると液体から固体に変化する

ダイラタンシー現象の原理を解明する

とともに、イオン液体の優れた環境安

定性により、安心で安全な衝撃吸収材

料を実現するための基礎研究を行いま

す。 

物質・材料研究機構 

（佐光 貞樹） 

－ 
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研究テーマ 

 

研究課題名・概要 

研究代表者 

所属機関 

(研究代表者名) 

分担 

研究機関 

化学物質検

知技術に関

する基礎研

究 

（研究課題名） 

酸化物半導体ガスセンサの表面改質に

関する基礎研究 

 

（概要） 

本研究では、酸化物半導体ガスセンサ

の表面を改質することにより、選択的

にガスを検出する機能を新たに付加す

るための基礎研究を行います。 

物質・材料研究機構 

（鈴木 拓） 

－ 

革新的な航

空機等の推

進装置に関

する基礎研

究 

（研究課題名） 

Ni 系耐熱超合金における高付加価値鋳

造プロセスに関する研究 

 

（概要） 

本研究では、表面にプラチナのコーテ

ィングを施した鋳型を用いた鋳造法の

検討を行い、コーティング材と金属溶

湯との相互作用が鋳造後の元素濃度分

布に及ぼす影響を検証することによ

り、耐酸化特性を付与する高付加価値

鋳造法の基礎研究を行います。 

物質・材料研究機構 

（村上 秀之） 

企業等：１ 

ナノ構造表

面に関する

基礎研究 

（研究課題名） 

超低摩擦性を有する新奇高分子塗膜の

ナノ構造表面の基礎研究 

 

（概要） 

本研究では、新奇炭素結晶構造を有す

る炭素繊維を極微量添加した高分子塗

膜のナノ構造表面の解析を行うことに

より、特異的な極低摩擦係数を発現す

る機構の解明に関する基礎研究を行い

ます。 

株式会社 GSI クレオ

ス 

（柳澤 隆） 

－ 

 


